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財団法人 全日本仏教会

マヤ堂遺跡の近影（２００１，２，１８）白川淳敬師撮影

仏教とマルチメディア研究会主催セミナー

教化セミナー「いま、仏教と医療を考える」（後編）
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平
成
十
二
年
度
第
四
回
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
が
三

月
十
二
日
、
明
照
会
館
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
た
。

青
地
敬
水
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
委
員
長
が
急
な
所
用

で
欠
席
の
た
め
、
本
間
孝
康
副
委
員
長
が
座
長
と
な

り
、
十
五
名
の
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
委
員
と
建
築
家

熊
谷
義
信
氏
、
事
務
総
長
以
下
事
務
局
員
五
名
の
出

席
を
え
て
、
午
後
二
時
開
会
さ
れ
た
。

櫻
井
英
幸
国
際
文
化
部
長
よ
り
、
過
日
二
月
七
日

に
カ
ト
マ
ン
ズ
に
て
開
催
さ
れ
た
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
開

発
ト
ラ
ス
ト
（
Ｌ
Ｄ
Ｔ
）
と
の
マ
ヤ
堂
修
復
折
衝
の

た
め
の
運
営
委
員
会
で
の
概
要
と
資
料
の
説
明
が
な

さ
れ
た
。

マ
ヤ
堂
事
業
推
進
の
た
め
、
前
向
き
に
望
ん
だ
運

営
委
員
会
に
お
い
て
、
Ｌ
Ｄ
Ｔ
側
よ
り
出
さ
れ
た
要

望
に
対
し
、
本
会
理
事
会
に
お
い
て
積
極
的
な
検
討

を
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

Ｌ
Ｄ
Ｔ
側
の
本
会
に
対
す
る
要
望
で
あ
る
、
マ
ヤ
堂

の
設
計
・
管
理
・
監
督
・
施
工
（
木
骨
と
キ
ャ
ン
バ

ス
に
よ
る
特
殊
建
造
物
）、
完
成
後
の
維
持
管
理
協

力
、
遺
跡
保
存
工
事
等
へ
の
全
面
的
な
資
金
援
助
と

早
期
着
工
に
応
え
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
多
額
の
資

金
が
必
要
に
な
る
と
の
予
想
に
つ
い
て
も
説
明
が
な

さ
れ
た
。

ま
た
、
建
築
家
熊
谷
義
信
氏
よ
り
、
ユ
ネ
ス
コ
の

勧
告
を
ふ
ま
え
て
作
成
し
た
特
殊
建
造
物
の
設
計
案

と
仕
様
等
に
つ
い
て
の
詳
細
な
説
明
も
な
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
西
村
輝
成
事
務
総
長
か
ら
も
、
マ
ヤ
堂
事

業
完
遂
の
た
め
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
ご
宗
派
は
じ
め

全
国
の
各
ご
寺
院
に
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
と
の
依
頼
が
な
さ
れ
た
。

各
委
員
諸
師
よ
り
種
々
の
質
疑
や
意
見
が
出
さ
れ
、

討
議
が
行
わ
れ
た
後
、
副
委
員
長
本
間
孝
康
座
長
よ

り
、
本
日
の
案
件
を
そ
れ
ぞ
れ
委
員
諸
師
が
持
ち
帰

り
審
議
し
て
い
た
だ
き
、
四
月
下
旬
に
開
催
予
定
の

次
回
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
に
て
再
度
検
討
を
加
え
た

い
と
の
決
議
が
述
べ
ら
れ
、
午
後
四
時
閉
会
し
た
。

第
四
回
戒
名
（
法
名
）
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
委
員

会
が
、
三
月
十
六
日
午
後
二
時
よ
り
、
明
照
会
館
会

議
室
で
開
催
さ
れ
た
。
文
責
者
の
記
載
方
法
、
レ
イ

ア
ウ
ト
の
詳
細
、
前
書
き
・
後
書
き
の
担
当
者
、
文

体
の
統
一
な
ど
に
つ
い
て
、
細
部
に
わ
た
り
検
討
が

行
わ
れ
た
。

第
四
回

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

戒
名（
法
名
）リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
委
員
会

全
日
本
仏
教
会
で
は
、
長
谷
川
正
浩
弁
護
士

に
よ
る
、
本
会
関
係
者
を
対
象
と
し
た
無
料
法

律
相
談
室
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

相
談
内
容
は
、
寺
院
運
営
を
め
ぐ
る
諸
問
題
、

税
務
、
一
般
民
事
等
、
ご
自
由
で
す
が
、
現
在
、

宗
教
法
人
法
の
改
定
に
伴
い
、
相
談
件
数
が
増

え
て
い
ま
す
。
相
談
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、

必
ず
電
話
で
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時

原
則
と
し
て
毎
月
第
二
・
第
四
木
曜
日

午
後
一
時
〜

場
所

明
照
会
館

（
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
―

七
―

四
）

予
約

全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局

○
三
ー
三
四
三
七
―
九
二
七
五

全日本仏教会
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三
月
二
十
七
日
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

を
会
場
に
、
仏
教
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
主
催

に
よ
る
公
開
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

第
三
回
と
な
る
今
回
は
、
小
栗
宏
次
愛
知
県
立
大

学
教
授
の
「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
最
新
情
報
と
今
後

の
動
向
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
基
調
講
演
（
次
ペ
ー
ジ

以
下
内
容
紹
介
）
と
、
全
仏
関
係
者
お
よ
び
（
株
）

博
報
堂
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
担
当
者
を
パ
ネ
リ
ス
ト

に
迎
え
、「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
有
効
活
用
事
例
紹
介

と
今
後
の
動
向
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
次
号
で
紹
介
予
定
）、
同
時
に
、
関
連
団
体
と
協

賛
会
社
に
よ
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
相
談
コ
ー
ナ
ー
が

開
設
さ
れ
た
。

ま
た
、
本
会
加
盟
団
体
提
供
の
教
化
資
料
や
広
報

資
料
の
展
示
、
ま
た
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
実
演
な

ど
、
先
端
技
術
も
多
数
紹
介
さ
れ
、
参
加
者
の
関
心

を
集
め
て
い
た
。

当
日
は
加
盟
団
体
関
係
者
以
外
に
、
一
般
参
加
者
、

報
道
関
係
者
も
多
数
会
場
を
訪
れ
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
の
進
展
と
仏
教
界
で
の
活
用
に
つ
い
て
、
様
々
な

立
場
か
ら
理
解
を
深
め
て
い
た
。

協
賛
団
体
・
会
社
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

・
天
台
宗
典
編
纂
所

・（
財
）禅
文
化
研
究
所

・
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
研
究
会

・
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
会

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
京
都
放
送
局

・（
株
）Ｎ
Ｔ
Ｔ
ー
Ｍ
Ｅ
（
関
西
）

・
京
都
リ
コ
ー
（
株
）

・（
株
）三
菱
電
機
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ス
テ
ム

・
ア
ル
フ
ァ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

・
日
本
テ
ン
プ
ル
ヴ
ァ
ン（
株
）

・（
株
）寿
企
画

・
大
東
工
業（
株
）

・（
株
）ピ
ー
シ
ー
エ
ー

午
後
二
時
半
か
ら
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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三
月
二
十
七
日

於
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

教
化
・
広
報

資
料
展
示
コ

ー
ナ
ー

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

な
ん
で
も

相
談
コ
ー
ナ
ー

２００１年５月１日
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前
号
に
引
き
続
き
、
昨
年
十
二
月
四
日
、
本
願
寺

築
地
別
院
で
開
催
さ
れ
た
表
記
セ
ミ
ナ
ー
よ
り
、
田

宮
仁
飯
田
女
子
短
期
大
学
教
授
の
講
演
要
旨
を
掲
載

す
る
。

（
文
責

社
会
部
）

※

※

※

一
、
ビ
ハ
ー
ラ
と
は

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
の
必
要
と
と
も
に
、
仏
教
ホ
ス

ピ
ス
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
き
た
が
「
ホ
ス
ピ

ス
」
は
キ
リ
ス
ト
教
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
仏
教
に
相
応
し
い
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
休
養
の

場
、
寺
院
に
当
た
る
「
ビ
ハ
ー
ラ
」
を
提
唱
し
た
。

二
、
ビ
ハ
ー
ラ
の
理
念
と
基
本
姿
勢

ビ
ハ
ー
ラ
を
提
唱
す
る
に
あ
た
り
、
三
つ
の
理
念

と
一
つ
の
基
本
姿
勢
を
併
せ
て
提
言
し
た
。

�
限
り
あ
る
命
の
、
そ
の
限
り
の
短
さ
を
知
ら
さ
れ

た
人
が
、
静
か
に
自
身
を
見
つ
め
、
ま
た
見
守
ら
れ

る
場
で
あ
る
。

�
利
用
者
本
人
の
願
い
を
軸
に
看
取
り
と
医
療
が
行

わ
れ
る
場
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
十
分
な
医
療
行
為

が
可
能
な
医
療
機
関
に
直
結
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

�
願
わ
れ
た
生
命
の
尊
さ
に
気
付
か
さ
れ
た
人
が
集

う
仏
教
を
基
礎
と
し
た
小
さ
な
共
同
体
で
あ
る
。（
た

だ
し
利
用
者
本
人
や
そ
の
家
族
が
い
か
な
る
信
仰
を

持
た
れ
て
い
て
も
自
由
で
あ
る
）

�
ビ
ハ
ー
ラ
の
基
本
姿
勢

全
日
本
仏
教
会
と
同
じ
よ
う
に
一
宗
一
派
に
偏
ら
な

い
超
宗
派
の
活
動
で
あ
る
、
特
定
の
宗
派
の
布
教
活

動
で
は
な
く
、
ビ
ハ
ー
ラ
に
関
心
を
も
っ
た
人
が
一

人
で
も
参
加
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

ビ
ハ
ー
ラ
の
語
源
を
辿
れ
ば
、
寺
院
と
病
院
と
学

校
の
三
つ
の
機
能
を
も
表
す
言
葉
で
あ
り
、
こ
れ
ら

が
三
位
一
体
と
な
る
こ
と
を
願
っ
た
。

三
、
ビ
ハ
ー
ラ
病
棟
の
あ
ら
ま
し

二
十
年
前
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
に
は
キ
リ
ス
ト
教

関
係
者
が
多
く
、
仏
教
関
係
者
が
何
を
語
る
か
と
い

う
雰
囲
気
で
、
屈
辱
的
な
経
験
も
し
た
。
そ
こ
で
、

ま
ず
実
践
を
と
考
え
て
�
臨
床
の
場
の
創
設
、
�
ケ

ア
の
内
容
、
�
人
材
の
養
成
、
�
広
報
活
動
を
同
時

進
行
さ
せ
た
。

兄
が
経
営
す
る
長
岡
西
病
院
の
最
上
階
に
ビ
ハ
ー

ラ
病
棟
を
設
け
た
。（
ベ
ッ
ド
数
二
十
程
で
半
分
個

室
、
家
庭
の
様
に
玄
関
、
台
所
、
茶
の
間
、
付
添
い

の
宿
泊
設
備
、
風
呂
、
雪
国
の
た
め
サ
ン
ル
ー
ム
等

を
用
意
）
患
者
が
静
か
な
時
を
過
せ
る
こ
と
を
第
一

と
し
、
外
出
も
入
浴
も
可
能
と
し
た
。
出
入
口
に
釈

尊
誕
生
図
を
掲
げ
、
釈
迦
像
を
安
置
、
ビ
ハ
ー
ラ
僧

が
常
駐
し
毎
朝
夕
の
勤
行
（
他
に
彼
岸
・
涅
槃
会
や

座
禅
会
等
）
を
行
い
、
一
般
病
棟
、
外
来
に
も
開
放

し
た
。

四
、
ビ
ハ
ー
ラ
に
よ
る
ケ
ア
と
は

施
設
だ
け
で
な
く
医
療
に
も
工
夫
し
、
現
代
医
療

に
仏
教
の
智
恵
や
方
法
論
を
生
か
す
事
を
考
え
た
。

病
院
関
係
者
と
仏
教
教
典
等
の
輪
読
を
行
い
問
題
解

決
の
糸
口
を
得
た
。
最
も
注
目
し
た
の
は
「
何
を
し

な
い
で
お
く
か
を
見
極
め
る
こ
と
」
で
あ
る
。
臨
床

の
場
で
は
、
何
か
し
な
い
事
は
勇
気
が
い
り
難
し
い

が
、
そ
の
人
ら
し
さ
を
大
事
に
す
る
に
は
必
要
な
の

だ
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
も
困
難
だ
。
患
者
毎
に
何
が
必

要
で
何
か
を
し
な
い
で
お
く
か
に
習
熟
し
、
経
験
を

積
み
、
そ
の
判
断
が
出
来
る
か
だ
が
、
戦
後
は
科
学

的
な
理
解
に
偏
っ
た
た
め
難
し
い
。
例
え
ば
ビ
ハ
ー

ラ
僧
と
患
者
間
の
会
話
「
何
の
花
が
好
き
か
」「
山

吹
の
花
」。
彼
の
僧
は
「
七
重
八
重
花
は
咲
け
ど
も

山
吹
の
み
の
一
つ
だ
に
無
き
ぞ
悲
し
き
」
と
応
じ
、

患
者
は
涙
を
浮
か
べ
る
。「
こ
の
身
ひ
と
つ
自
分
で

ど
う
に
も
出
来
な
い
」「
あ
な
た
の
望
む
こ
と
が
十

分
出
来
な
く
て
申
し
訳
な
い
」。
こ
の
様
な
解
り
方

は
贅
沢
に
な
っ
た
が
、
私
の
願
い
は
こ
こ
に
あ
る
。

五
、
仏
教
と
医
療
の
関
わ
り
の
経
緯

仏
教
が
伝
来
し
た
当
初
、
僧
侶
は
教
え
を
説
く
と

同
等
に
、
仏
教
福
祉
・
救
済
活
動
を
展
開
し
た
。
四

教
化
セ
ミ
ナ
ー
「
い
ま
、仏
教
と
医
療
を
考
え
る
」（
後
編
）
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天
王
寺
に
は
施
薬
院
等
が
開
か
れ
た
。
医
療
と
仏
教

は
元
々
は
同
じ
根
で
繋
が
っ
て
い
た
。
唐
招
提
寺
の

鑑
真
和
上
も
医
療
に
造
詣
が
深
く
師
の
漢
方
の
処
方

箋
も
現
存
し
て
い
る
。
鎌
倉
の
忍
性
開
基
の
極
楽
寺

は
一
大
医
療
福
祉
施
設
で
も
あ
っ
た
。
従
軍
僧
も
平

安
時
代
末
頃
か
ら
居
た
。
天
台
宗
や
浄
土
宗
を
中
心

に
し
た
臨
終
行
事
の
屏
風
に
描
か
れ
た
阿
弥
陀
様
と

五
色
の
糸
で
逝
く
人
と
結
び
送
っ
た
智
恵
は
素
晴
ら

し
い
。
現
代
に
通
じ
る
経
験
に
基
づ
い
た
看
病
書
も

あ
る
。
こ
の
様
な
場
に
善
知
識
と
い
わ
れ
る
仏
教
者

が
立
ち
会
っ
て
い
た
事
を
、
一
般
の
人
た
ち
は
忘
れ

て
い
る
。

六
、
医
療
に
お
け
る
仏
教
者
の
役
割
と
は

医
療
に
お
け
る
仏
教
者
の
役
割
は
、
役
割
り
の
一

部
で
あ
っ
て
目
的
で
は
な
い
。
む
し
ろ
仏
教
者
自
身

の
役
割
を
、
ま
ず
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

今
、
大
学
で
の
僧
侶
の
養
成
課
程
に
は
布
教
学
が

殆
ど
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
で
は
多
く
の
時
間
を
か
け

て
い
る
と
聞
く
、
伝
え
る
事
は
重
要
で
あ
っ
て
方
法

論
を
訓
練
す
る
場
も
な
け
れ
ば
使
命
感
が
薄
ら
ぐ
。

政
教
分
離
と
信
教
の
自
由
が
い
い
よ
う
に
使
い
分

け
ら
れ
、
区
凌
と
宗
教
が
分
離
さ
れ
て
い
る
。
加
減

で
あ
る
。
患
者
に
信
教
の
自
由
が
あ
り
、
病
院
が
宗

教
色
を
持
つ
と
叩
か
れ
る
不
思
議
な
状
況
だ
。
台
湾

や
韓
国
で
は
、
国
を
代
表
す
る
国
立
大
学
の
医
学
部

の
付
属
病
院
に
も
僧
侶
が
い
て
礼
拝
施
設
が
あ
る
。

こ
れ
を
広
報
し
改
善
す
る
事
が
急
務
で
は
な
い
か
。

（
僧
侶
に
よ
る
）
直
接
の
介
護
よ
り
も
、
医
療
の
場

に
僧
侶
を
呼
び
、
自
分
の
ベ
ッ
ド
の
中
で
念
仏
を
唱

え
て
も
良
い
こ
と
を
知
っ
て
頂
く
こ
と
や
、
医
療
関

係
者
に
も
そ
の
環
境
を
要
求
す
る
こ
と
だ
。

仏
教
者
な
ら
で
は
の
こ
と
、
そ
れ
は
「
聞
く
」
こ

と
で
あ
ろ
う
。
ビ
ハ
ー
ラ
病
棟
で
問
題
を
起
こ
す
の

は
、
法
を
説
く
僧
侶
で
あ
る
。
医
師
や
看
護
師
等
と

話
し
合
う
機
会
を
持
ち
信
頼
を
得
て
、
仏
教
者
が
パ

ー
ト
ナ
ー
と
し
て
医
療
関
係
者
か
ら
相
談
さ
れ
る
様

に
な
っ
て
頂
き
た
い
が
、
医
療
に
組
み
込
ま
れ
て
は

い
け
な
い
。
仏
教
者
は
善
意
で
も
、
医
療
側
は
役
割

分
担
の
考
え
が
強
い
。
こ
れ
を
打
破
し
、
仏
教
の
中

に
医
療
を
包
み
込
む
様
に
し
て
欲
し
い
。

そ
れ
に
は
教
育
に
行
き
着
く
。
台
湾
の
医
大
、
看

護
大
生
の
中
に
は
「
仏
教
徒
だ
か
ら
こ
の
道
を
選
ん

だ
」
と
自
然
な
言
葉
で
返
す
人
が
い
た
。
こ
う
し
た

土
壌
が
必
要
だ
。
ビ
ハ
ー
ラ
病
棟
創
設
時
に
は
、
直

接
働
く
人
材
養
成
が
問
題
だ
っ
た
。
自
然
に
手
が
合

わ
さ
れ
る
人
が
欲
し
い
。
そ
こ
で
い
ま
関
わ
っ
て
い

る
看
護
教
育
の
場
合
で
は
帯
帽
式
を
仏
教
教
典
の
言

葉
を
入
れ
た
誓
い
の
言
葉
を
用
意
し
て
「
発
願
式
」

と
し
て
行
っ
て
い
る
。
ま
た
授
業
に
は
入
棺
体
験
を

さ
せ
て
い
る
。
患
者
は
、
否
応
な
し
に
其
処
に
近
づ

い
て
い
る
の
だ
か
ら
。

宮
沢
賢
治
は
熱
心
な
法
華
経
信
者
だ
っ
た
。「
ア

メ
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
の
中
に
「
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
自
分

を
カ
ン
ジ
ョ
ウ
に
入
れ
ず
に
よ
く
見
聞
き
し
解
り
そ

し
て
忘
れ
ず
」
と
あ
る
。
こ
れ
が
出
来
た
ら
医
療
者

も
僧
侶
も
す
ご
い
存
在
だ
ろ
う
。「
南
に
死
に
そ
う

な
人
あ
れ
ば
行
っ
て
怖
が
ら
な
く
て
も
い
い
と
言

い
」。
患
者
周
辺
の
独
特
の
状
況
の
中
で
、
病
人
に

怖
が
ら
な
く
て
い
い
と
自
然
に
言
え
る
か
。
そ
の
一

言
を
聞
き
た
い
が
た
め
に
、
僧
侶
を
呼
ん
で
も
い
い

と
伝
え
て
い
く
こ
と
の
方
が
重
要
な
こ
と
だ
。

戦
後
、
宗
教
教
育
や
躾
を
、
無
節
操
に
放
棄
し
た

つ
け
が
回
っ
て
き
て
い
る
。
医
療
や
教
育
機
関
と
真

に
話
し
合
う
時
が
き
て
い
る
。
患
者
か
ら
求
め
ら
れ

る
様
な
僧
侶
と
し
て
、
袈
裟
衣
で
病
院
に
行
っ
て
何

故
悪
い
か
の
気
構
え
で
向
か
っ
て
欲
し
い
。

七
、
お
わ
り
に

医
療
の
範
疇
で
、
仏
教
や
仏
教
者
の
役
割
を
考
え

る
の
で
は
な
く
、
仏
教
側
の
責
任
に
お
い
て
仏
教
者

は
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で

最
も
優
先
す
べ
き
課
題
は
教
育
で
あ
り
、
社
会
や
家

庭
の
教
育
に
お
い
て
仏
教
者
が
教
育
に
関
わ
り
、
そ

の
一
環
と
し
て
医
療
へ
の
関
わ
り
が
あ
る
な
ら
ば
、

大
い
な
る
光
明
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

田宮 仁 氏

２００１年５月１日
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仏
教
国
際
協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
ア
ー
ユ
ス
（
Ａ

Ｙ
Ｕ
Ｓ
）
で
は
、
海
外
生
活
者
の
た
め
の
仏
教
教
養

講
座
を
五
回
連
続
で
開
催
す
る
。

会
場
は
い
ず
れ
も
東
京
・
芝
・
天
光
院
シ
ュ
リ
ー

ホ
ー
ル
（
都
営
三
田
線
御
成
門
下
車
）、
参
加
費
は

一
回
五
○
○
円
、
五
回
通
し
券
二
○
○
○
円
。

・
五
月
十
二
日
（
土
）
午
後
二
時
〜
五
時

第
一
部
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
入
場
無
料
）

私
は
「
無
宗
教
」
？

〜
日
本
人
の
宗
教
観
を
省
み
る
〜

・
一
回
目

五
月
十
七
日
（
木
）
午
後
七
時

た
ま
し
い
は
あ
の
世
へ
行
く
か

・
二
回
目

五
月
三
十
一
日
（
木
）
午
後
七
時

世
直
し
思
想
と
し
て
の
仏
教
〜
仏
教
と
国
家

・
三
回
目

六
月
十
四
日
（
木
）
午
後
七
時

「
悟
り
」
へ
の
ご
案
内

〜
い
の
ち
と
向
き
合
う
生
活
実
践

・
四
回
目

六
月
二
十
八
日
（
木
）
午
後
七
時

マ
ン
ダ
ラ
か
ら
オ
ウ
ム
ま
で

〜
仏
教
の
宇
宙
観
・
生
命
観

・
五
回
目

七
月
十
九
日
（
木
）
午
後
七
時

日
本
仏
教
は
「
仏
教
」
か
？

〜
仏
教
概
論

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ア
ー
ユ
ス
仏
教
国
際
協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

〒
一
三
五
―
○
○
二
四

東
京
都
江
東
区
清
澄
三
―
四
―
二
十
二

電
話
○
三
―
三
八
二
○
―
五
八
三
一

―
四
月
―

一
日

増
上
寺
落
慶
式
出
席

三
日

萬
福
寺
開
山
式
出
席

四
日

局
内
会
議

十
日

ル
ン
ビ
ニ
ー
事
務
連
絡
会
議

十
一
日

同
宗
連
創
立
二
十
周
年
式
典
出
席

十
二
日

同
宗
連
総
会
出
席

法
律
相
談
室

十
四
日

長
野
県
仏
教
徒
大
会
出
席

十
六
日

ル
ン
ビ
ニ
ー
事
務
連
絡
会
議

十
八
日

同
和
委
員
会

日
宗
連
監
査
会

十
九
日

戒
名（
法
名
）リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
委
員
会

日
宗
連
理
事
会

二
十
四
日

国
際
委
員
会

二
十
六
日

局
内
会
議

法
律
相
談
室

二
十
七
日

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

新
藤
晋
海
師

三
月
十
七
日
遷
化

七
十
四
歳

華
厳
宗
管
長

��

�
�
�
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二
〇
〇
一
年
五
月
一
日
発
行

五
月
号

第
四
六
八
号

発
行
人

西

村

輝

成

発
行
所

財
団
法
人

全

日

本

仏

教

会
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・
十
月
十
日
（
水
）
午
後
四
時
〜
八
時

於

長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

・
分
科
会
（
い
の
ち
、
教
育
、
環
境
）

・
交
流
親
睦
の
夕
べ
…
会
費
五
○
○
○
円

・
十
月
十
一
日
（
木
）
午
後
一
時
〜
四
時

於

長
岡
市
立
劇
場

・
記
念
式
典

・
記
念
講
演

講
師

豊
原
大
成

師

（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
前
総
長
）

参
加
料
…
一
五
○
○
円
（
記
念
品
代
含
む
）

申
込
期
日

七
月
十
日
（
火
）
ま
で

申
込
方
法

各
県
仏
教
会
ま
た
は
所
属
団
体
ご
と
に

参
加
者
を
ま
と
め
て
申
込
み

所
属
団
体
の
な
い
方
は
個
々
に
申
込
み

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

全
日
本
仏
教
徒
会
議
新
潟
大
会
事
務
局

〒
九
四
○
ー
○
八
八
三

長
岡
市
小
曽
根
町
二
一
九
三

延
命
寺
内

電

話
○
二
五
八
ー
二
四
ー
五
二
九
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
○
二
五
八
ー
二
四
ー
五
六
四
四

〒
一
〇
五
―
〇
〇
一
一
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
―
七
―
四

電
話
〇
三（
三
四
三
七
）九
二
七
五

新
潟
大
会

全日本仏教会ホームページ http://www.jtvan.co.jp/～jbf
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